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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第35期
第２四半期
連結累計期間

第36期
第２四半期
連結累計期間

第35期

会計期間
自平成23年３月21日
至平成23年９月20日

自平成24年３月21日
至平成24年９月20日

自平成23年３月21日
至平成24年３月20日

売上高 （千円） 5,641,081 6,423,905 11,516,487

経常利益 （千円） 89,591 80,410 241,776

四半期（当期）純利益 （千円） 65,362 57,262 151,168

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 65,234 57,989 157,585

純資産額 （千円） 2,920,284 3,070,263 3,012,634

総資産額 （千円） 7,915,217 9,292,731 7,929,087

１株当たり四半期（当期）純利

益金額
（円） 3.63 3.18 8.40

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 36.7 32.9 37.8

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 501,148 207,107 664,296

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △26,902 △25,528 △40,410

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △905 △1,078 △1,630

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 1,450,113 1,779,530 1,599,029

　

回次
第35期
第２四半期
連結会計期間

第36期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自平成23年６月21日
至平成23年９月20日

自平成24年６月21日
至平成24年９月20日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 6.06 6.95

（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してお

りません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりません。

４　第35期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。

　

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社及び当社の関係会社において営まれている事業の内容に重要な変更はあ

りません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中における将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会

社）が判断したものであります。　

　

(1）経営成績の分析

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、震災復興関連需要などから国内需要は堅調に推移するものの、

輸出は海外経済の減速、円高の影響により弱含みであり、回復の動きに足踏みが見られます。

  当社グループの属する情報サービス業界では、スマートフォンの普及により活発な投資の動きもあり緩やかな回

復の兆しが見えつつありますが、景気の先行き不透明な状況を背景に投資には慎重な姿勢が続いております。

  このような環境の中で、当社グループは、2010年度から2012年度までの中期経営計画「Renovate21(革新21)」の

最終年度として、顧客価値の追求と成長分野への集中により、市場競争に打ち勝ち、事業成長を図るとともに、付加

価値向上のための徹底した事業構造改革により、安定した黒字化体質の確保に努めております。

  当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高は64億23百万円（対前年同四半期比13.9%増）、営業利益40百万円

（同273.2%増）、経常利益80百万円（同10.2%減）、四半期純利益57百万円（同12.4%減）となりました。

　

　事業別の概況は次のとおりであります。

　　

〔ビジネス・ソリューション事業〕

　当事業では、移動体通信事業者向けシステム構築は減少しましたが、株式会社安川電機のＩＴインフラ整備・更

新の継続案件があり、非製造業分野では新規需要等もあり堅調に推移しました。その結果、売上高は26億27百万円

（前年同四半期比8.3%増）となりました。

　

〔組込制御ソリューション事業〕

　当事業では、医療機器向け組込ソフトや官公需向け水処理電機品制御システムは前年同期並みで堅調に推移し

ましたが、倉庫物流システムやメカトロ機器向け制御ソフトは前年同期に比べ減少しました。その結果、売上高は

12億93百万円（同6.5%減）となりました。

　

〔医療・公益ソリューション事業〕

  当事業では、医療機関向けソリューションサービスは健康保険の保険者向けサービスが堅調に推移し、また、自

治体向け情報通信基盤構築も大口案件の獲得により堅調に推移しました。その結果、売上高は９億18百万円（同

27.4%増）となりました。

　

〔プロダクト事業〕

　当事業では、インターネット・セキュリティ関連製品は大口案件の獲得により堅調に推移し、情報機器分野で

は、Ｍ２Ｍ（Machine to Machine）用途の通信機器端末の案件増により前年同期に比べ大幅に増加しました。そ

の結果、売上高は15億84百万円（同42.6%増）となりました。
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(2）財政状態の分析

① 資産　

　当第２四半期連結会計期間末の流動資産は60億41百万円（前連結会計年度末比７億70百万円増）となりまし

た。これは、主として受取手形及び売掛金が７億13百万円、現金及び預金が１億80百万円増加したこと等によるも

のです。

　固定資産は32億51百万円（同５億93百万円増）となりました。これは、主として前払年金費用の増加等により投

資その他の資産が６億22百万円増加したこと等によるものです。

　この結果、資産合計は92億92百万円（同13億63百万円増）となりました。

　

② 負債

　当第２四半期連結会計期間末の流動負債は33億71百万円（同７億11百万円増）となりました。これは、主として

支払手形及び買掛金が６億77百万円増加したこと等によるものです。

　固定負債は28億50百万円（同５億94百万円増）となりました。これは、主として長期未払金の増加等によりその

他が５億70百万円増加したこと等によるものです。

　この結果、負債合計は62億22百万円（同13億６百万円増）となりました。

　

③ 純資産

　当第２四半期連結会計期間末の純資産合計は30億70百万円（同57百万円増）となりました。これは、主として利

益剰余金が57百万円増加したこと等によるものです。

　

(3）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末より１億80百万円増加し、

17億79百万円となりました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況につきましては、次のとおりです。

　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

  当第２四半期連結累計期間の営業活動によるキャッシュ・フローは、長期未払金の増加５億53百万円があっ

たものの、売上債権の増加７億13百万円、前払年金費用の増加６億53百万円があったこと等により、２億７百万

円（前年同四半期比２億94百万円減）となりました。

　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間の投資活動によるキャッシュ・フローは、無形固定資産の取得23百万円等により、

△25百万円（同１百万円増）となりました。

　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間の財務活動によるキャッシュ・フローは、ファイナンス・リース債務の返済０百

万円等により、△１百万円（同０百万円減）となりました。　

　

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

　

(5）研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は、76,476千円であります。

　なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。 
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①　【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 64,000,000

計 64,000,000

　

②　【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成24年９月20日）

提出日現在発行数
（株）

（平成24年11月１日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 18,000,000 18,000,000
東京証券取引所

（市場第二部）

単元株式数は100株であり

ます。

計 18,000,000 18,000,000 － －

 

(2) 【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　

　

(4) 【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成24年６月21日～

平成24年９月20日　
－ 18,000 － 664,000 － 318,000
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(6) 【大株主の状況】

　 平成24年９月20日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総
数に対する所
有株式数の割
合（％）

株式会社安川電機 北九州市八幡西区黒崎城石２－１ 10,540 58.56

安川情報システム従業員持株会 北九州市八幡西区東王子町５－15 1,671 9.28

小島　勝 東京都品川区 529 2.94

株式会社福岡銀行 福岡市中央区天神２丁目13－１ 260 1.44

庄司　健一 埼玉県さいたま市見沼区 100 0.56

林口　悟 愛知県碧南市 67 0.38

中頭　隆哉 滋賀県大津市 39 0.22

松尾　良夫 沖縄県浦添市 38 0.21

岸　孝 京都府京都市右京区 34 0.19

永井　宏親 静岡県袋井市 32 0.18

計 － 13,313 73.97

（注）　千株未満は切り捨てて表示しております。

　

 

(7) 【議決権の状況】

①　【発行済株式】

　 平成24年９月20日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式　　　　　300
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式　 17,998,600 179,986 －

単元未満株式 普通株式　　 　 1,100 － －

発行済株式総数 　　　 　　18,000,000 － －

総株主の議決権 － 179,986 －

（注）１　「完全議決権株式（その他）」欄には、株式会社証券保管振替機構名義の株式が800株（議決権８個）含まれ

ております。

２　「単元未満株式」欄には、自己株式（自己保有株式）が４株含まれております。
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②　【自己株式等】

　 平成24年９月20日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総
数に対する所
有株式数の割
合（％）

（自己保有株式）

安川情報システム株式会社

北九州市八幡西区東王子町

５－15
300 － 300 0.00

計 － 300 － 300 0.00

　

　

　

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成24年６月21日から平成

24年９月20日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成24年３月21日から平成24年９月20日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年３月20日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月20日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,599,029 1,779,530

受取手形及び売掛金 ※
 2,570,814 3,284,227

商品及び製品 55,053 18,538

仕掛品 561,944 531,382

原材料及び貯蔵品 17,210 10,018

その他 483,520 420,694

貸倒引当金 △16,615 △3,263

流動資産合計 5,270,956 6,041,128

固定資産

有形固定資産 696,106 689,282

無形固定資産 171,193 148,931

投資その他の資産

前払年金費用 1,093,453 1,746,605

その他 697,377 666,782

投資その他の資産合計 1,790,831 2,413,388

固定資産合計 2,658,131 3,251,602

資産合計 7,929,087 9,292,731
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年３月20日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月20日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 453,391 1,130,752

未払費用 1,254,072 1,128,037

未払法人税等 21,155 19,372

役員賞与引当金 700 750

その他 930,598 1,092,785

流動負債合計 2,659,917 3,371,697

固定負債

退職給付引当金 2,111,830 2,186,916

役員退職慰労引当金 71,304 19,654

その他 73,401 644,199

固定負債合計 2,256,535 2,850,769

負債合計 4,916,453 6,222,467

純資産の部

株主資本

資本金 664,000 664,000

資本剰余金 318,000 318,000

利益剰余金 1,999,071 2,056,333

自己株式 △99 △99

株主資本合計 2,980,972 3,038,234

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 16,754 17,994

その他の包括利益累計額合計 16,754 17,994

少数株主持分 14,907 14,034

純資産合計 3,012,634 3,070,263

負債純資産合計 7,929,087 9,292,731
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年３月21日
　至　平成23年９月20日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年３月21日
　至　平成24年９月20日)

売上高 5,641,081 6,423,905

売上原価 4,546,051 5,327,463

売上総利益 1,095,029 1,096,441

販売費及び一般管理費 ※
 1,084,156

※
 1,055,865

営業利益 10,873 40,575

営業外収益

受取利息 153 203

受取配当金 1,496 1,339

雇用助成金・奨励金 76,433 39,467

その他 3,326 637

営業外収益合計 81,409 41,649

営業外費用

支払利息 125 108

売上債権売却損 2,141 992

売上割引 310 466

その他 113 246

営業外費用合計 2,691 1,814

経常利益 89,591 80,410

特別利益

貸倒引当金戻入額 8,751 －

訴訟関連債務戻入益 15,000 －

退職給付制度改定益 － 26,902

特別利益合計 23,751 26,902

特別損失

固定資産除却損 837 2,918

投資有価証券評価損 － 3,223

特別損失合計 837 6,141

税金等調整前四半期純利益 112,504 101,171

法人税、住民税及び事業税 8,403 7,256

法人税等調整額 38,888 37,160

法人税等合計 47,291 44,417

少数株主損益調整前四半期純利益 65,213 56,753

少数株主損失（△） △149 △508

四半期純利益 65,362 57,262
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年３月21日
　至　平成23年９月20日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年３月21日
　至　平成24年９月20日)

少数株主損益調整前四半期純利益 65,213 56,753

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 21 1,235

その他の包括利益合計 21 1,235

四半期包括利益 65,234 57,989

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 65,384 58,502

少数株主に係る四半期包括利益 △149 △513
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年３月21日
　至　平成23年９月20日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年３月21日
　至　平成24年９月20日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 112,504 101,171

減価償却費 69,041 58,091

貸倒引当金の増減額（△は減少） △8,751 △13,351

前払年金費用の増減額（△は増加） △73,455 △653,152

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 1,100 50

退職給付引当金の増減額（△は減少） 80,887 75,086

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △3,488 △51,650

受取利息及び受取配当金 △1,649 △1,543

支払利息 125 108

固定資産除却損 837 2,918

投資有価証券評価損益（△は益） － 3,223

売上債権の増減額（△は増加） 543,198 △713,413

たな卸資産の増減額（△は増加） △305,035 74,267

仕入債務の増減額（△は減少） 236,391 677,360

未払金の増減額（△は減少） △133,864 194,912

未払費用の増減額（△は減少） △126,429 △126,035

長期未払金の増減額（△は減少） － 553,327

その他 123,998 33,586

小計 515,410 214,956

利息及び配当金の受取額 1,448 1,543

利息の支払額 △125 △108

法人税等の支払額 △23,015 △11,968

法人税等の還付額 7,429 2,685

営業活動によるキャッシュ・フロー 501,148 207,107

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △22,619 △9,910

無形固定資産の取得による支出 △8,945 △23,618

投資有価証券の取得による支出 △657 △64

投資有価証券の清算による収入 700 －

その他 4,620 8,065

投資活動によるキャッシュ・フロー △26,902 △25,528

財務活動によるキャッシュ・フロー

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △714 △714

自己株式の取得による支出 △10 －

配当金の支払額 △31 △4

少数株主への配当金の支払額 △150 △360

財務活動によるキャッシュ・フロー △905 △1,078

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 473,339 180,500

現金及び現金同等物の期首残高 976,773 1,599,029

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,450,113

※
 1,779,530
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【継続企業の前提に関する事項】

　該当事項はありません。

　

　 

【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

　該当事項はありません。

　

　

【会計方針の変更等】

　該当事項はありません。

　

 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　該当事項はありません。

　

 

【追加情報】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成24年３月21日　至　平成24年９月20日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）　

　第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂

正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基

準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

　　

（役員退職慰労引当金）

　連結財務諸表提出会社は、平成24年６月開催の定時株主総会において役員退職慰労金制度廃止に伴う打ち切り支給が決

議されました。

　なお、支給の時期は各役員の退任時とし、役員退職慰労引当金を全額取崩し、当第２四半期連結会計期間末の未払額

50,200千円を固定負債の「その他」に計上しております。

　

（退職給付引当金）

　連結財務諸表提出会社は、平成24年４月に退職給付制度の一部について確定拠出年金制度へ移行しました。これにより、

「退職給付制度間の移行等に関する会計処理」（企業会計基準適用指針第１号）を適用しております。

　本移行に伴い、当第２四半期連結累計期間において退職給付制度改定益26,902千円を特別利益に計上しております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

前連結会計年度
（平成24年３月20日）

当第２四半期連結会計期間
（平成24年９月20日）

※　連結会計年度末日満期手形の会計処理については手形

交換日をもって決済処理しておりますが、当連結会計

年度末日は金融機関の休日であったため、次の連結会

計年度末日満期手形が連結会計年度末残高に含まれて

おります。

─────

受取手形 10,860千円 　

　

　 

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成23年３月21日
至　平成23年９月20日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成24年３月21日
至　平成24年９月20日）

※　販売費及び一般管理費の主な費目及び金額は次のとお

りであります。　

※　販売費及び一般管理費の主な費目及び金額は次のとお

りであります。　

従業員給与手当 565,666千円

退職給付費用 112,200千円

減価償却費 15,457千円

役員賞与引当金繰入額 1,100千円

役員退職慰労引当金繰入額 9,012千円

従業員給与手当 557,963千円

退職給付費用 101,529千円

減価償却費 12,622千円

役員賞与引当金繰入額 750千円

役員退職慰労引当金繰入額 4,150千円

貸倒引当金繰入額 △13,351千円

　

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成23年３月21日
至　平成23年９月20日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成24年３月21日
至　平成24年９月20日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係　

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係　

（平成23年９月20日現在） 　

現金及び預金 1,450,113千円

現金及び現金同等物 1,450,113千円

　

（平成24年９月20日現在） 　

現金及び預金 1,779,530千円

現金及び現金同等物 1,779,530千円

　

　

　 

EDINET提出書類

安川情報システム株式会社(E05328)

四半期報告書

15/19



（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成23年３月21日　至　平成23年９月20日）

１　配当に関する事項

(1）配当金支払額

　　該当事項はありません。

 　

(2）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間末後となるもの

　　該当事項はありません。

　

２　株主資本の著しい変動に関する事項

　株主資本等の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動はありません。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成24年３月21日　至　平成24年９月20日）

１　配当に関する事項

(1）配当金支払額

　　該当事項はありません。

 　

(2）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間末後となるもの

　　該当事項はありません。

　

２　株主資本の著しい変動に関する事項

　株主資本等の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動はありません。

 

　　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間（自　平成23年３月21日　至　平成23年９月20日）及び当第２四半期連結累計期間

（自　平成24年３月21日　至　平成24年９月20日） 

　当連結グループは、情報サービス事業の単一セグメントのため、記載を省略しております。

　　

　

（金融商品関係）

　金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動はありま

せん。

　

　

（有価証券関係）

　有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動はありま

せん。

　

 

（デリバティブ取引関係）

　当連結グループは、デリバティブ取引を全く行っておりませんので、該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成23年３月21日
至　平成23年９月20日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成24年３月21日
至　平成24年９月20日）

１株当たり四半期純利益金額 3円63銭 3円18銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額（千円） 65,362 57,262

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 65,362 57,262

普通株式の期中平均株式数（千株） 17,999 17,999

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりません。　

　

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

　

　 

２【その他】

　該当事項はありません。 
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

　 

平成２４年１０月３１日

安川情報システム株式会社

取 締 役 会　御中

 

新日本有限責任監査法人
 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 東　  能 利 生　　　印

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 佐　藤　宏　文　　　印

　

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 矢　野　真　紀　　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられてい
る安川情報システム株式会社の平成２４年３月２１日から平成２５年３月２０日までの連結会計年度の
第２四半期連結会計期間(平成２４年６月２１日から平成２４年９月２０日まで)及び第２四半期連結累
計期間(平成２４年３月２１日から平成２４年９月２０日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四
半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フ
ロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠し
て四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表
示のない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及
び運用することが含まれる。
　
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財
務諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる
四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して
実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国
において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて
限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に
公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、安川情報システム株式会社及び連結
子会社の平成２４年９月２０日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の
経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点
において認められなかった。
　
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな
い。
　

以　上
　 
　
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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